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研究成果の概要 

本研究は、計測対象/過程/環境に付随する様々な性質・条件（センシング知見）を数理的に取り

入れることで、計測データに内在する劣化・不完全性を克服し、信頼可能な知識発見に足る質と

量を備えた信号情報を解析するための基盤的技術の創出を目的としている。 

 本年度の主な研究成果を以下に列挙する。 

１．主-双対近接分離法のステップサイズ自動設定 

計測データ解析の基盤となっている主-双対近接分離法（PDS）は、幅広いクラスの制約付き凸

最適化問題を効率的に解くことができる。しかし、様々な計測データ解析問題へ PDSを適用する

際に、複数のステップサイズパラメータを対象の問題に応じて手動で適切に調整する必要があるこ

とが大きな障壁となっていた。そこで本成果では、問題構造から適切なステップサイズを自動的に

決定する方法を提案している。また、このステップサイズが PDSの収束条件を満たすことを数学的

に証明している。加えて、提案法を複数の計測データ解析問題へ応用し、有用性を確認している。 

２．衛星リモートセンシングデータのロバスト時空間合成 

衛星リモートセンシングデータの時空間合成は、時間/空間分解能のトレードオフを解決する有

力なアプローチである。しかし、計測機器や計測環境によるノイズの影響が避けられないにもかか

わらず、既存の時空間合成手法のほとんどがノイズを明示的に考慮して設計されていなかった。そ

こで本成果では、計測画像のノイズ除去と所望の高解像度画像の推定を一つの最適化問題として

扱うことでこの課題を解決する手法を提案している。具体的には、ランダムノイズ・外れ値・欠損値

を含む計測モデルに基づいて、時空間合成問題を制約付き最適化問題として定式化し、PDSに

よる効率的な求解アルゴリズムを構築している。また、包括的な実験を通して、提案法が、最先端

の手法と比較して大幅に頑健な合成を実現できることを確認している。 
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